
学校番号 1206 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 日本史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 改訂版 日本史Ａ 人・くらし・未来（第一学習社） 

副教材等 担当者作成プリントなど 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、日本の歴史について地理的・時代的な経緯や背景を知るだけでなく、同時代に生き

た人々の立場に立って主体的に考え、理解する活動を行います。 

・史料を集めて分析したり、グループで課題に取り組む活動も行います。積極的に活動しましょ

う。 

・授業で課された課題に諦めずに取り組み、日本の歴史について自分なりの意見を培いましょう。 

・授業プリントやレポートなどの提出物をしっかり出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付け，現代の諸課

題に着目して考察させることによって，歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国

民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る我が国の歴史の展

開に対する関心と課

題意識を高め，意欲

的に追究するととも

に，国民としての自

覚と国際社会に主体

的に生きる日本人と

しての責任を果たそ

うとする。 

近現代史を中心とす

る我が国の歴史の展

開から課題を見いだ

し，我が国の形成の

歴史的過程と生活・

文化の地域的特色

を，世界史的視野に

立ち多面的・多角的

に考察し，国際社会

の変化を踏まえ公正

に判断して，その過

程や結果を適切に表

現している。 

近現代史を中心とす

る我が国の歴史の展

開に関する諸資料を

収集し，有用な情報

を適切に選択して，

効果的に活用してい

る。 

近現代史を中心とす

る我が国の歴史の展

開と生活・文化の地

域的特色についての

基本的事柄を理解

し，その知識を身に

付けている。 

 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

授業プリント 

 

 

学習状況の観察 

授業プリント 

定期考査 

学習状況の観察 

授業プリント 

定期考査 

学習状況の観察 

授業プリント 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

近
代
国
家
の
形
成
と
国
際
関
係
の
推
移 

・近代への胎動 

・明治維新 

・近代国家の確立 

・日清・日露戦争 

 

○ ○ ○ ○ a:幕末から明治に至る動きを

一連の流れとしてとらえ、明治

初期の諸政策の中に、現在との

関連性を探し出そうとする。 

b:日本の初期外交政策におい

て、対欧米・対アジアで内容が

違うことを理解し、問題点を含

めて考察している。 

c:図版や写真、報道された内容

などから、近代国家としての歩

みや民衆の対応などを考える。 

d:明治政府の諸政策について、

その目的と問題点を理解し、日

清・日露戦争の原因と結果につ

いて把握している。 

・学習状況

の観察 

・提出物 

・定期考査 

２
学
期 

両
大
戦
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢 

・国家主義の台頭 

・第一次世界大戦と日本 

・第二次世界大戦と日本 

○ ○ ○ ○ a:政党政治の展開と民衆運動

の高揚との因果関係について、

理解しようとしている。 

b:日本の戦争に至る経緯を、軍

部の台頭による政治状況の変

化、経済の動向、国際関係の変

化に着目して考察している。 

c: 図版や写真、経済の動きや

世界の変容など、二つの大戦を

通過する中で、日本の社会がど

う変容していったかを考える。 

d:第一次世界大戦が日本に与

えた影響について正しく理解

し、第二次世界大戦に至る経緯

について、時系列に正しく把握

している。 

・学習状況

の観察 

・提出物 

・定期考査 

３
学
期 

現
代
の
日
本
と
世
界 

・日本の再出発 

・独立後の政治と経済の

発展 

・現代の日本と世界 

○ ○ ○ ○ a: 敗戦後の日本の民主化につ

いて、諸改革の内容を意欲的に

理解しようとしている。 

b:戦後の国民生活の実態につ

いて、政治・経済政策と関連づ

けて考察し、国際社会における

日本の役割や課題について考

察している。 

c: 戦後日本の成長に関わった

モノや出来事などの資料を通

して、具体的イメージをもって

その変化をとらえる。 

d: 戦後の諸改革、オイルショ

ック後の安定成長期、バブル崩

壊後など、それまでと何がどの

ように変わったのか、時系列に

正確に把握している。 

・学習状況

の観察 

・提出物 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 


